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西原町地域防災計画とは
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西原町地域防災計画は、災害対策基本法に基づいて、国、沖縄県、西原町、防災関係機関、町民、

事業者等が、防災対策を総合的かつ計画的に進めることにより、災害に対して万全を期することを目

防災対策の基本方針

防災対策は、時間の経過とともに、災害予防対策、災害応急対策、災害復旧・復興対策の3段階に

分かれており、それぞれの段階において国、県、町、公共機関、事業者及び町民等が一体となって最

善の対策をとることが大切です。

①災害に強い町土の形成、ライフライン機能の多重化・多元化等を実施

②情報収集・連絡体制の構築、施設・設備の保守・整備等安全対策の充実

③防災知識の普及、防災訓練の実施、自主防災組織等の育成強化

④防災に関する調査研究結果を活用するための基礎データの集積、観測方法の充実・強化

⑤迅速な応急対策と円滑な復旧・復興のための災害対応体制の整備、物資の備蓄、防災訓練の実施

迅速かつ円滑な災害応急対策 I

①警報等の伝達、町民の避難誘導、要配慮者の避難支援、施設の緊急点検等の災害未然防止活動

②災害規模の予測・早期把握、情報の迅速な収集・伝達、通信手段の確保、広域応援体制の確立

③救助・救急・医療活動等の支援、優先度を考慮した緊急輸送活動及び交通規制の実施

④迅速な避難誘導、指定避難所の適切な運営管理、避難収容活動及び被災者等への的確な情報伝達

⑤生活維持に必要な食料・飲料水及び生活必需品等の調達と被災地のニーズに応じた供給

⑥指定避難所を中心とした健康保持に必要な活動、保健衛生活動、防疫活動及び遺体の処理等

⑦防犯活動等による社会秩序の維持及び物価の安定・物資の安定供給のための施策の実施

⑧消火・水防等の災害防止活動、二次災害の防止、必要に応じた町民の避難及び応急対策の実施

⑨ボランティア、義援物資・義援金及び海外等からの支援の適切な受入れ

適切かつ速やかな災害復旧・復興 I 

①被災状況を勘案した被災地域の復旧・復興対策の基本方向の早急な決定と事業の計画的推進

②被災施設の迅速な復旧とそのための広域応援

③再度災害の防止とより快適な都市環境を目指した防災まちづくり

④災害廃棄物処理の処分方法の確立、計画的な収集・運搬・処理による災害廃棄物処理

⑤被災者に対する資金援助、住宅確保及び雇用確保等による自立的生活再建の支援

⑥被災中小企業の復興等の地域の自立的発展に向けた経済復興の支援

①
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被害の想定
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地震による被害の想定

西
沖縄県地震被害想定調査では、西原町は沖縄本島南東沖地震3連動地震の被害が最大になると想定

されており、町内のほぼ全域で震度6弱、一部が震度6強の揺れが発生すると想定されています。

この地震による避難者数は、約10,500名（指定避難所内外）、そのうち、支援を必要とする要配慮

者（高齢者、障がい者、観光客等）が約1,200名と予測されてます。

ライフライン被害では上水道の被害が大きく、食料や飲料水の必要量が大きいと予測されています。

[1卜「 1 -1↑h f↑↑t"

・落ち着いて、自分の身を守る

・ドアを開けて、逃げ道を確保する
・ブロック塀には近づかない

・家族の安全を確認 ・余震に注意

・火の元の確認 •初期消火
・足をケガしないように靴を履く

・必需品を手元に用意する

地域の命を守る

・隣近所の安全を確認

・電気のブレーカーを切る

・ガスの元栓を閉める

※安全が確保でき、時間的猶予がある場合

■緊急地震速報
緊急地震速報は、最大震度5弱以上または長周期地震動階級3以上の揺れが予想

された場合に、震度4以上または長周期地震動階級3以上が予想される地域を対象

に、予測される到達時刻や震度を可能な限り素早くテレビやラジオ、防災行政無線、つ

緊急速報メール（携帯電話・スマートフォン）等でお知らせするシステムです。

この「緊急地震速報」を見聞きしてから数秒～数十秒後に強い揺れが始まります I

ので、この間に身を守るための行動をとる必要があります。

※震源域に近い地域では「緊急地震速報」が間に合わないことがあるため注意が必要です

R
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被害の想定
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津波による被害の想定

沖縄県津波浸水想定図では、津波による浸水域と浸水深が示され

ており、西原町においても、沿岸部で浸水被害が予想されています。

また、浸水区域内に石油コンビナート等特別防災区域が指定され

ているため二次災害の発生にも備える必要があります。

てム— さ丁コ ― ヽ• --- ~-• ,-

沖縄県津波浸水想定図（平成27年3月）
さー し＂勺皐｀～，娑rで？＇

海沿いにいるときに、地震を伴う強い揺れ、または

長時間のゆっくりとした揺れを感じた場合は、気象庁

や西原町が発表する情報を待たずに、すぐに高台や指

定緊急避難場所などの安全な場所に避難するようにし

ましょう。

車での避難は、交通渋滞の原因となり、高齢者や要

配慮者等の避難の遅れに繋がる恐れや、地震等により

道路に異常がある場合がありますので、原則として徒

歩での避難を心がけましょう。

また、津波到達時間までに安全な場所への避難が難

しい場合は、建物のなるべく高層階へ避難する垂直避

難を実施し、安全な場所へ避難するようにしましょう。

■津波に関連する警報と注意報
津波発生が予測される場合には、気象庁より大津波警報、津波警報、津波注意報が発表されます。

発表された際には、直ちに沿岸部や川沿いから離れ、安全な場所へ避難しましょう。

-”岬

大
津
波
警
報

（
特
別
警
報
に
位
置
付
け
）

数値での発表

10m超
(10mく予想される津波の
最大波の高さ）

10m 
(Sm＜予想される津波の
品大波の高さ~10m)
-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Sm 
(3m＜予想される津波の
最大波の高さ~Sm)

巨大地震の場合の発表 1

巨大

想定される被害と取るべき行動

巨大な津波が襲い、木造家屋が全壊・流失し人は津波による流れに巻き込まれます。

沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビルなと安全な場所へ避難してくだ

さい。

津
波
警
報

3m 
(lm＜予想される津波の
最大波の高さ~3m)

高い

標高の低いところでは津波が襲い、浸水被害が発生します。人は津波による流れに巻

き込まれます。

沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビルなと安全な場所へ避難してくだ

さい。

津

波

注

意

報

1m 
(0.2m;;,予想される津波の
最大波高さ三1m)

（表記しない）

海の中では人は速い流れに巻き込まれ、また養殖いかだが流失し」ヽ型船舶が転覆し

ます。

海の中にいる人はただちに海から上がってふ毎岸から離れてください。

①
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被害の想定
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風水害による被害の想定

■小波津川が氾濫
小波津川水系小波津川洪水浸水想定区域図では、小波津川沿いの低地

や河口付近等の広い範囲で浸水が想定されています。洪水が発生するお

それがある場合は、浸水想定区域外への早めの避難を心がけましょう。

浸水が始まってからの避難はかえって危険なことがあります。

■高潮の発生
高潮は台風や発達した低気圧の接近によって、海水面が平常時より異常に高くなり浸水被害が起

こる現象です。沖縄県高潮浸水予想図では、海岸付近の広い範囲での浸水が想定されています。

大潮時の満潮と高潮のピークが重なると海面が上昇しやすくなり危険となるため早めの避難を心が

けましょう。

小波津川水系小波津川洪水浸水想定区域図

（想定最大規模）

＇ ／ 

゜
土砂災害（特別）警戒区域等位置図

■土砂災害（特別）警戒区域について
梅雨期、台風時など、大雨が降る時期や地

震が起きたときには、地盤がゆるみ、土石流

やがけ崩れ、地すべり等の土砂災害を引き起

こす可能性があります。

土砂災害から身を守るためには、 9 

まず自分の家の周りに危険がない

か確かめ避難しましょう。

凡例

一 土砂災害警戒区域

■沖縄防災情報ポータル／＼イサイ！防災で～びる
沖縄防災情報ホ゜ータルでは、県内の災害情報を市町

冒旦i言：璽ガラケー用】

① 



II平常時の備え（災害予防計画）
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大規模災害の発生時には、町や国、県などによる災害対応の

「公助」はもとより、自分自身や家族の安全を守る「自助」、

身近な地域コミュニティ等の人々と助け合う「共助」が必要不

可欠です。

I云ヽ

* 
地震の揺れに備える
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団
津波に備える

〇津波に関する知識を習得し、津波警報発令時のとるべき行動を考えましょう。

0地域の危険度、津波からの避難場所、避難経路、避難方法を確認しましょう。

0地域の津波避難訓練等に進んで参加しましょう。

巴 ］；言晨王疇：こ：）るロニロニ：。おきましょう。

0河川堤防の整備等を推進するとともに、確実に水門等の閉鎖を行う体制を整備します。

-:i-]IIO津波災害警戒区域や避難場所を記載した防災マップの周知を図り、区域内の要配慮者利用

施設の避難確保計画作成・避難訓練の実施を促進します。

0津波警報等の伝達システム、伝達体制を確保します。

洪水や土砂災害、高瀬等に備える

0
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11平常時の備え（災害予防計画） II 

火災に備える

0住宅用火災警報器を設置しましょう。

〇消火器等の設置や使用方法を確認しま

しょう。

0自動遮断装置付きガス器具等を使いま
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 団
ケガや人命救助に備える
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固
団
いざという時の避難に備える

〇「自分の生命は自分で守る」意識を持ち、避難先（指定避難所や安全な親せき宅等）、安全な避

難経路、危険固所を確認しておきましょう。

0家族や従業員等との連絡方法を確認しておきましょう。

05段階の警戒レベルと避難屑報（高齢者等避難、避難指示、緊急安全確保）の意昧を理解してお
きましょう。

0高潮や津波の浸水想定区域、土砂災害（特別）警戒区域内の要配慮者利用施設の管理者は、避難

確保計画の作成と避難訓練を実施しましょう。

0避難する際の避難所、安全な避難経路、危険個所を確認し、地域のみなさんで共有しましょう。

0地域内の高齢者や障がい者など、援護を必要とする人の安否確認、避難誘導体制を整えましょう。

0避難誘導訓練や自主的な指定避難所の運営訓練を実施しましょう。

0各種広報や防災訓練、各種研修会等へ職員を派遣する等

の支援を行います。

0地域等と協働で避難計画の策定や防災訓練を実施します。

0警戒レベルを用いた避難清報（高齢者等避難、避難指示、

緊急安全確保）の伝達体制を確立します。 （竺戒レベル

は津波の際は使用しません。）

0避難に援護が必要な人（避難行動要支援者）の把握と｛固

別避難計画の策定、支援体制を構築します。

R
 



11平常時の備え（災害予防計画） II 

食料や生活必需品の不足に備える
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 団
I一 正確で素旱い情報入手に備える I 

0災害情報や避難清報の種類や入手方法を確認しておきましょう。

0緊急防災情報伝達システム（緊急速報メール、 Lアラート等多種

多様な情報伝達手段）について、理解を深めましょう。

巴三口こ□こ、よ:t:：咸住民への伝達I胃報を確
0広報車や防災行政無線等による情報伝達体制の整備を進めています。

0防災関係機関との相互通信の確保、防災相互通信用無線局の整備を強化します。

自主防災組織に参加しましょう

自士防災組織とは

0,ll¥ X 8 

防災わ西

自主防災組織は、大規模な災害が発生した場合に被害を最小限

にするため、日頃から地域内の安全点検や住民への防災知識の普

及・啓発、防災訓練の実施など、災害に対する備えを行います。

また、実際に災害が発生した際には、初期消火活動、被災者の

救出・救助、情報の収集、避難の実施や指定避難所の運営といっ

た活動を行うなど、非常に重要な役割を担っています。

平常時の活動
①個人レベルの防災知識を向上させよう
②地域の情報を共有し、地域の防災力を高めよう
③防災マップを作ってみよう
④防災訓練を繰り返し実施しよう
⑤必要な資機材を選んで備蓄しておこう
⑥性別による役割の固定や隔たりがないよう配慮して役割分担
を決めておこう

災害時の活動
①情報は素早く正確に伝達
②火が出たらすぐ消火
③救出・救護は速やかに
④落ち善いて、みんなで避難
⑤水・食料はみんなで分け合って
⑥自主的な避難所運営をしよう

①
 



災害発生時の活動（災害応急対策計画）

大規模な災害が発生した際

には、自らの避難に加え、初

期消火、救出、応急救護、避

難誘導など、人命に係わる応

急対策が町内全体で必要とな

り、行政、町民、自主防災組

織等の地域の自主防災活動と

協働した、災害応急対策を行

う必要があります。

■警戒レベルと住民がとるべき行動
住民がとるぺき行動 行動を促す情報

命の危険直ちに安全確保！ 1 緊急安全確保 E] 
………………＜警戒レベル4までに必ず避難！＞………………

危険な場所から全員避難 1 避難指示 E] 

危険な場所から高齢者等は避難 1 高齢者等避難 E] 
自らの避難行動を確認 1大雨・洪水・富潮注意報E[|

災害への心構えを高める 1 旱期注意情報 E[| 
国：気象庁が発表する情報 E］：西原町が発表する情報

情報収集・伝達活動

速まヽ合場たし令発をーヽ保確全安
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固

団

0被害情報や浸水、崖崩れ情報なと、

町へ連絡してください。

0地域住民へ災害情報や避難清報を伝

達します。

救出・救護活動、消火活動

【救急・救助活動】

0軽傷の場合なとは、自ら応急処置をしましょう。

【消火活動】

0地震の揺れがおさまってからガスコンロ等を消しましょう。

0消火器等を使って初期消火活動をしましょう。

巴 詈言！量悶::P,斤への搬送を行います。

〇消火器やバケッリレー等による初期消火活動を行います。

団 “`芦悶認こ‘り::孟言以‘ま：。出活動を行います。 雙

【消火活動】 ＇ら、
0消防本部・消防団による消火活動を行います。

0広域的な消防応援部隊による救急・救助活動を行います。

R
 



災害発生時の活動（災害応急対策計画）

救出・救護活動、消火活動

0住民の皆さんは、警戒レベルに応じた適切な避難行動をとり、災害から身を守

りましょう。

0既に浸水しているなと、指定緊急避難場所等への避難が危険を伴う場合は、建

物2階へ避難するなど、身の安全を確保（緊急安全確保）してください。

0指定緊急避難場所まで、地域内の住民を避難誘導します。

0地域内の住民の安否を確認します。

0避難行動要支援者の避難支援をします。

団
0避難清報等は5段階の警戒レベルを用いて発令します。また、避難すへき対象者やとるべき避難

行動が分かるような伝達を行います。 （警戒レベルは津波は使用しません。 ）

0地域住民の避難誘導を行います。

0避難行動要支援者の避難等について、避難支援者等へ要請を行います。

指定避難所の運営

指定避難所は、災害が発生した時などに町民の生命の安全を確保する避難施設として、一時的に

生活する施設として重要な役割を持ちます。

また、車中泊を含む指定避難所以外の避難者を含む地域コ

ミュニティの場ともなるため、原則として自治会、自主防災組

織等を中心とした地域住民の自主運営を目指します。
主防災組

（地域）
指定避難所

町・地域•町民が一体となった指定避難所運営
■指定避難所運営体制の確立
■生活ルールの取決め
■食料、飲料水等の配給、炊き出し
■物資の仕分け、配布
■防犯パトロールの実施
■新型コロナ感染症等の感染症対策
■NPO・ボランティア等の受入れ

避難所はこんな役割も
■被害状況、復旧等の情報の提供
■生活相談、健康相談等の巡回相談の実
施
■車中泊を含む指定避難所以外の避難者
への食料等の配布 など

■災害関連情報の入手先

など

避難所生活で生じる様々な問題も協力して解決
■プライバジーヘの配慮
■要配慮者への支援
■男女のニーズの違い（性的マイノリティ含む）への配慮（ト
イレ・着替え・授乳・物干しスペース確保・女性向け物資の
確保なと）
■避難生活の長期化への対応（入浴・洗濯支援、暑さ・寒さ対
策、感染症対策・トイレの衛生管理・ペット対応） なと

0西原町ホームページ更：：：：／ょ旦 o沖縄気象台 兒長只這要o国土交通省【川の防災情報】回砂汀臼旦
・防災情報、避難情報言甕奢9貸忌言 ．沖縄県の気象予報 i咀鼻"ri：鯰忍 ・全国のリアルタイム雨量 音忍翌互

•各種申請情報 西忍喜塁息嘉 ・防災情報、観二旦竺g§塁塁塁塁臼 ・洪水予測や放流の通知遥i:

R 



災害発生時の活動（災害応急対策計画）

食料や生活必需品の不足に備える

巴
団

0食料・飲料水•生活必需品等の家庭備蓄を活用しましょう。

0炊き出しや物資の荷卸し、配布等に協力しましょう。

0家庭の井戸の活用、 トイレ用水等の確保に協力しましょう。

0炊き出しの実施や協力を行います。

0物資の荷卸し、配布等に協力します。

0応急給水に協力します。

0トイレ用水等を確保します。

0県、他市町村、関係機関と物資調達・輸送調整等について

情報を共有し、円滑な物資の調達・供給を図ります。

0備蓄している食料•生活必需品等を供給します。

0民間事業者等から食料•生活必需昴等を供給します。

0応急給水を実施します。

0簡易トイレ等の配布や仮設トイレを設置します。

要配慮者への支援活動

団

0高齢者、障がい者等の要配慮者の方は、災害時には、支援者に対して

自分の安否や支援が必要かとうか連絡するように努めましょう。

0災害時には、隣近所にお住いの要配慮者に声をかけ、支援者に対して自分の安否

確認や避難の支援を行いましょう。

0避難支援者は、個別避難計画に基づき、避難行動要支援者の避難を支援します。

0避難行動要支援者等に対して、災害清報や警戒レベルを用いた避難屑報（高齢者等避難、避難指

示、緊急安全確保）の伝達等を速やかに行います。 （警戒レベルは津波は使用しません。）

0避難所では、要配慮者スペースを設けるなど生活への配慮をするとともに、福祉避難所の設置、

要配慮者の社会福祉施設等への緊急入所を行います。

■要配慮者への支援
0高齢者の方への支援
・援助が必要なときは、できるだ

け複数の人で対応する。

・急を要するときは、おぶったり

担架で安全な場所へ移動させる。

0目が不自由な方への支援
・杖を持った方の手はとらず、ひ

じの辺りにゆっくりとふれて、

半歩手前をゆっくり歩く。

・方向や目の前の位置などは、時

計の文字盤の位置を想定して伝

える。

0耳が不自由な方への支援
・筆談は要点をわかりやすく伝える。

•手のひらに指先で字を書く方法で

伝える。

・話をするときは、顔をまっすぐ向

け、口を大きく動かしゅっくりと

話す。

0肢体が不自由な方への支援（車イス）
・気軽に声をかけ、 1人で援助が困難なときは、近

くの人に協力を求める。

・車いすは、階段では3、4人で援助、上がるときは

前向きに、下がるときは後ろ向きに移動させる。

0外国人・旅行者の方への支援
・身振り、 手振りで話しかけ、孤

立させないようにする。

⑲ 



IIわが家の避難計画 IIじ塁］塁塁星蓋99筐曇喜誓
□|避難先It!1 罰I] 証日［望
まず、ハザードマップで我が家の ！，，9'一渓永iこ―ぷる` ‘`‘’’’――土涵函著―̀ ‘̀ヽ ，，， 9-津函iこ―ぷる` ‘`‘

災害リスクを確認しましょう！ ！ ＜、浸水の危険があるパ、 の危険がある，メヽ浸水の危険がある，，ヽ
〇 該当する項目の点線に沿って丸で囲みましょう。i ----------

施設名称： 避難先の情報（避難所、親戚宅、友人宅） 1：:g；での ド悶佃り転車、車 ）1 

連絡先： I悶盆呵 叶
回1避難のタイミング＇避難時の行動 1
図 で確認した行動を参考に避難行動のタイミングを確認し、
下記に具体的な行動を記入しましょう。

口非常持ち出し品の最終確認

口必要なものの買い出し

口家財等の2階等への移動開始
口家や周りの点検

口避難所の開設状況の確認

避
難
ま
で

時
間
が
あ
る
場
合

・tEi奮
□II近所への声かけ
口避難の声かけをするロ一緒に避難する

名前：

連絡先：

口避難の声かけをするロ一緒に避難する

名前：

連絡先：

□II家族と連絡を取り合う
（離れている場合）

□II避難の支援者に連絡
（自力での避難が困難な場合）

警戒レベル1
早期注意情報

災害への心構えを

高める

（例）避難の際の持ち物を確認し、
避難しやすい服装に着替える

ロ
ロ

（例）避難場所を確認しておく

＇ 警戒レベル2
洪水注意報
大雨注意報等
自らの

避難行動を確認 I（例）おばあちゃんと鄭虞の家に避難する

（例）西原町役場へ避難する

口 連避絡難方完法：後

避難完了後には、家族や大切な人に無事に避難したことを伝えましょう。 1

※必ずしも順番に情報で災害情報が発表されるとは限りません。
状況に応じた柔軟な対応が重要です。

家族の集合場所： I 
◎ マ芸悶＄とばば開芸‘t翌。出は、極めて危険



II避難行動判定フローの参考情報 II

ハザードマップの見方 必ず取組みましょう
災害発生時に迅速な避難を行うた

津五によ；る羨沃の危～険性 吋 めに、ハザードマップを活用し、自
がある区域ですo 閂雲謬 分たちの地域にどのような災害のリ

I~ ’’ P- 釈ゞ¢り四隈連動公幽 ~ 

砂災害の危険性

スクがあるか認識しておきましょう。
災害の種類に合わせて 【QRコード】
利用する避難場所やそこ回翡忍，ぷ裟忍回
までの道順などをあらか i；墓菱江志ほ盈悲屡

じめ決めておきましょう。:!;giii鳴J計藍ぶ；
.............,:••ゎ· •••• ::•:.. 
r ,•印：:..:.:T：：年：：．：：：： 

|／ヽザードマップポータルサイト1検索）［ヨ厨稔堪；蕊i!i;iii

避難行動判定フロー〈自分がとるべき避難行動は？〉 ー布` 甜弔店導剛書糧 I

ハザードマップ※で自分の家がどこに
あるか確認し、印をつけてみましょう。

はい

一家がある場所に色が塗られていまエ血2
はい

災害の危険があるので、原則として※

自宅の外に避難が座墨です。

はい

ご自身または一緒に避難する方は
避難に時間がかかりますか？

はい いいえ

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚や
知人はいますか？

はい いいえ
‘’ 

※ハザードマップは浸水や土砂災害が発生するおそ
れの高い区域を着色した地図です。善色されてい
ないところでも災害が起こる可能性があります。

色が塗られていなくても、周りと比べて低い土地や
崖のそばなどにお住まいの方は、西原町からの避難
情報を参考に必要に応じて避難してください。

※浸水の危険があっても

①浸水する深さよりも高いところにいる。
②浸水しても水が引くまで安全確保ができ、水・食
料などの備えが十分にある。

上記の揚合は自宅に留まり
安全確保をすることも可能です。

※土砂災害の危険があっても

①十分に頑丈なマッツョ）等の上層階に住んでいる場合
は自宅に留まり安全確保をすることも可能です。

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚や
知人はいますか？

はい いいえ
‘’ 

警戒レベル3が出たら、
安全な親戚や知人宅に
避難しましょう
（日頃から相談してお
きましょう）

警戒レベル3が出たら、
西原町が指定している

指定緊急避“場所に避
難しましよっ

警戒レベル4が出たら、
安全な親戚や知人宅に
避盤しましょう
（日頃から相談してお
きましょう）

警戒レベル4が出たら、
西原町が指定している

指定緊急避輝場所に避
難しましよっ

■災害レベル4や3が発表されたら、速やかに安全な場所へ避難しましょう。
■「避難」とは「難」を「避」けることです。安全な場所にいる場合は避難する必要はありません。
■避難先は役場・公民館だけではありません。安全な親戚・知人宅への避難も想定しておきましょう。
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•~ 翌悶猛霜協た災害の危険から逃れ・霊盟之唸は霊芯言塁岱ば品霊
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Please evacuate to higher ground 



こ三守控必炉‘’ ．｀こ立•ツ

｀` 寸

る 指定緊急避難場所

庄
伊集

ユ” ‘ ～ ハー

叶園名 住所 標高 洪水 請 地霊 津波(m) 

1 西原運動公園 西原町字翁長956番地 54.3 

゜゚
0 0 

2 上原高台公園 西原町字上原 1丁目 20番地の 4 154 

゜゚
0 0 

3 東崎都市緑地 西原町字東崎 15番地の 1 2.8 

゜゚
o x 

4 内間児童公園 西原町字内間 63番地 13.1 

゜゚
0 0 

5 翁長児童公園 西原町字翁長445番地 76.5 0 

゜
0 0 

6 我謝児童公園 西原町字我謝474番地 35.2 

゜゚
0 0 

7 九区児童公園 西原町字与那城286番地の 2 6 X 0 0 0 

8 幸地児童公園 西原町字幸地53番地 85.4 

゜゚
0 0 

9 小那覇児童公園 西原町字小那覇 395番地の4 4 X 0 o x 

10 小波津児童公園 西原町字小波津220番地 27.5 

゜゚゜゚11 棚原児童公園 西原町字棚原 151番地 81 

゜
X 0 

゜1 2 津花波児童公園 西原町字津花波 182番地 46.9 

゜゚゜゚13 桃原児童公園 西原町字桃原59番地 21.3 

゜
X 0 

゜14 西原台団地公園 西原町字小橋川 286番地 35.7 

゜
X 0 

゜15 与那城児童公園 西原町字与那城383番地 6 

゜゚゜゚16 掛保久後間毛 西原町字掛保久 1番地の 1 11.9 

゜゚゜゚17 上原東公園 西原町上原2丁目 4 133.8 

゜゚゜゚18 上原西公園 西原町上原2丁目 21-7 120.2 

゜゚゜゚19 上原南公園 西原町上原 1丁目 5-16 100 

゜゚゜゚20 白河公園 西原町棚原 1丁目 14-14 90.2 

゜゚゜゚21 東崎公園 西原町字東崎5番地の 1 2.6 

゜゚゜
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災害復興計画の策定

■災害復興計画の策定
0被災の状況、地域の特性、住民意向等を勘案しつつ、復旧・復興の基本方向を定め、必要に応じ

て被災地の復興計画を作成し、関係機関の諸事業を調整しつつ、計画的に復興を進めます。

0災害復興計画の作成は、住民の意向を尊重しつつ、協同して計画的に行うとともに、復旧・復興

のあらゆる場・組織において様々な立場の方の意見を広く収集し、計画へ反映します。

0被災した公共施設、公共インフラについては、災害に対する各種特性と原因を検討し、被災程度

に応じて公共施設災害復旧事業計画をたて、被災施設の原形復旧と合わせて、再度災害の発生を防

止し、施設の新設又は改良を図ります。

■復興の進め方
0被災者の生活再建を支援し、再度の災害防止に配慮した施設の復旧等を図り、より安全に配慮し

た防災まちづくりを推進します。

0住民の早急な生活再建の観点から、防災まちづくりの方向性について、できるだけ速やかに住民

合意を得るように努めます。

0障がい者・高齢者・女性等の意見が反映されるよう、環境整備にも努めます。

0被災地の復興に際しては、地域のコミュニティが被災者の心の健康の維持を含め、被災地の復興

に大きな役割を果たすことから、その維持・回復、再構築に十分に配慮します。

地区防災計画について

■地区防災計画とは
地区防災計画は、地域のみなさん（地区居住者等＝自治会等の一定の地区の居住者及び事業者）が

行う自発的な防災活動に関する計画で、町地域防災計画に基づく防災活動と、地区防災計画に基づく

防災活動とが連携して、共助の強化により地区の防災力を向上させることを目的としています。

■計画の内容
地区防災計画は、地域のみなさんが地区の特性に応じて、

自由な内容で計画を作成することができます。
戸

く計画内容の例＞
①基本方針（目的）
②防災訓練
③物資や資機材の備蓄
④地区居住者等の相互の支援
⑤長期的な活動予定
⑥その他地区の特性に応じて必要
な事項等

地区防災計画案の作成

西原町防災会議へ提案--I 
0地域防災計画へ
の盛り込みの要
否を判断

0活動の実態はあるか
0地区の理解は得られて
いるか
0行政との連携は可能か
0避難行動要支援者の個
別避難計画との整合が
図られているか


